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実証実験概要
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実証実験概要

（１）発注NO.リストのQRコード化による入力時間短縮

（２）納品伝票、受領書の電子化による業務の効率化

（３）梱包へのGS1-QRコード印字による検品時の入力時間短縮

（４）伝票の明細情報をQRコード化し、入力業務を効率化
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本実験のポイント
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実証実験概要
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メール通知

①伝票読取

②電子保管

⑥受領・訂正

メール通知

2020.7  1234   A

ITF

日付 ⑤従来の検品

③発注No.リスト作成WMS（出荷管理） WMS（入荷管理）

食品卸事業者加工食品メーカー

（１）発注NO.リストのQRコード化による入力時間短縮
（２）納品伝票、受領書の電子化による業務の効率化

発注
NO.リスト ④発注NO.リスト読取

受付システム入力

ウイングアーク１ｓｔ

発注
NO.リスト



© 2020 WingArc1st Inc. / TDBC

実証実験概要
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（３）梱包へのGS1-QRコード印字による検品時の入力時間短縮
（４）伝票の明細情報をQRコード化し、入力業務を効率化

納品明細
QR

メール通知

①伝票読取

②電子保管

⑦受領・訂正

メール通知

2020.7  1234   A

ITF

日付

GS1-QR

⑥検品データ出力・確認

⑤GS1-QRでの検品

③納品明細QR作成

納品明細
QR ④納品明細QR読取

WMS（出荷管理） WMS（入荷管理）

食品卸事業者加工食品メーカー

ウイングアーク１ｓｔ
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実証実験概要
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従来の伝票

発注NO.抽出
格納URL

伝票明細抽出
JANコード付加

コード変換
テーブル

発注
NO.リスト

納品明細
QR

スキャナー読取

（２）納品伝票、受領書の電子化による業務の効率化

イメージデータ保管
（電子帳簿保存法対応）

ウイングアーク１ｓｔ
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実証実験概要
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電子帳票、QR伝票（例）
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実証実験概要

• 従来のHHTでは、QRコードが読み取れない可能性があるため、
GS1-128とQRコード、人でも読み取れるように文字としても印字

• 実証実験では、GS1-QRに模したテキストでのQRを利用

• 将来的には、ITFの代わりに、製造梱包時に印字、または貼り付け
8

集合梱包用商品コード（GTIN-14）

日付、ライン番号等印字

2020.7  1234   A

(15)

GS1-QRコードラベル（例）
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実証実験概要

データ項目 識別子の定義・内容 フォーマット 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 実データ例

01
商品識別コード
（GTIN）

商品識別コード。ある商品またはサービスを国際的に一意
に識別するための番号（GTIN：Global Trade Item 
Number）。長さは8桁、12桁、13桁、また
は14桁がある。14桁未満のGTINをAI(01)により表現する場
合は、GTINの先頭に必要分だけ0を足して14桁とする

n2+n14 0 1 0 4 9 0 2 7 7 7 0 7 4 9 7 9 0104902777074979

AI ITF JAN(企業コード) (アイテム)

15
年月日
（賞味期限）

製品を使用・消費する際に望ましい品質が保持される期日
を示す。この期日を過ぎても、使用は可能な場合もある。
ISOのフォーマットYYMMDD(例：品質保持期限日
"181115") で記述。Best Before Dateとも。

n2+n6 1 5 2 0 0 6 0 0 15200600

AI Y Y M M D D

10 ライン番号
識別のためメーカーが設定する記号番号 (ライン、バッチ番
号、加工処理番号、シフト番号など)

n2+an...20 1 0 B H 1 Q 10BH1Q

AI ライン記号番号

9

01049027770749791520060010BH1Q

GS1-QRのデータ（例）
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ウイングアーク１ｓｔ

実証実験概要
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発注
NO.リスト

発注NO.の入力

従来の検品

検品結果を基に
受領書の訂正と捺印

メール通知

発注NO.リスト、伝票電子化
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ウイングアーク１ｓｔ

実証実験概要
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納品明細

伝票の納品明細と
梱包のGS1-QRに
よる突合

納品明細QRの
読み取り

受領書の訂正
と捺印

メール通知

GS1-QRによる検品



実証実験報告
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実証実験報告
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◼ 実施日

- 3月2日（火）オーダー作成

- 3月3日（水）出荷準備（伝票電子化、GS1ラベル作成・貼付）

- 3月4日（木）出荷～納品検品の実施

- 3月5日（金）予備日

◼ 実施場所

- 出荷センター 東日本MDC（株式会社 明治）

- 納品センター 相模菓子DC（三菱食品株式会社）
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実証実験結果 ［出荷センター］株式会社 明治 東日本MDC
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◼ タイムテーブル

２０２０年 ３月 ３日（火）

１５：００ 入館

１５：０５ 伝票スキャン開始

１５：５５ 伝票スキャン終了

１６：０５ 倉庫入場 ＱＲコード生成・貼付開始

１８：３７ 倉庫退出 ＱＲコード生成・貼付終了

１８：４０ 納品明細ＱＲ生成

１９：１５ ドライバーに納品明細ＱＲ渡し

１９：３０ 退出
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実証実験結果 ［出荷センター］株式会社 明治 東日本MDC
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QRコード印刷アプリ画面 ラベルプリンタによるQRコード印刷
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実証実験結果 ［出荷センター］株式会社 明治 東日本MDC
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発注NO.リストＱＲ 納品明細ＱＲ 倉庫内でのパレット積載状況
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実証実験結果 ［納品センター］三菱食品株式会社 相模菓子DC
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◼ タイムテーブル

２０２０年 ３月 ４日（水）

６：４５ トラック到着（立ち合いできず）

７：３０ トラック退出（立ち合いできず）

９：０５ 入館

９：３０ 検品開始

９：５５ 検品終了

１０：００ 退出



© 2020 WingArc1st Inc. / TDBC

実証実験結果 ［納品センター］三菱食品株式会社 相模菓子DC
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納品明細ＱＲの読み取り リーダー端末（iPod Touch）アプリによるＱＲ検品画面
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実証実験結果 ［納品センター］三菱食品株式会社 相模菓子DC

19

ＱＲコード 電子伝票へのサイン、捺印
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項目 Before After 単位 補足説明

基礎データ オレンジ文字は測定数値、斜体文字は想定数値。

(a) 検品／商品コード読取時間［単品］ 2 2秒 Beforeはバーコード（箱印刷）、AfterはQRコード（貼付ラベル）を読み取り。

(b) 検品／日付入力時間［単品］ 3 0秒 Beforeは日付（箱印刷）を手入力、Afterは日付をQRコード（貼付ラベル）から読み取り。

(c) 検品／個数入力時間［単品］ 0 0秒 Before、After共にリーダーで商品コード読み取り時に自動入力。

(d) 発注No.入力時間［1配送］ 10 2秒 Beforeは手入力、AfterはQRコードから読み取り。

(e) 発注明細・納品明細突合時間［1配送］ 10 2秒 Beforeは紙伝票を目視で突合、AfterはQRコードから読み取った電子伝票をシステムで突合。

(f) 伝票修正時間［1配送］ 10 10秒 Beforeは紙伝票に手書き、Afterはタブレット電子伝票に手書き。実証実験では伝票修正箇所なし。

(g) 伝票署名時間［1配送］ 5 5秒 Beforeは紙伝票に手書き、Afterはタブレット電子伝票に手書き。

(h) 荷卸し時間［314箱］ 45 45分 Before/After共に荷卸しの作業内容、時間は同じ。

(i) 検品時間［314箱］ 17 16分 Afterは実測時間。Before=After+(b)*アイテム数20種

実証実験結果 基礎データ

20
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実証実験結果 ケース１ 配送箱数 314箱（実証実験）

21

項目 Before After 単位 補足説明

ケース１ 配送箱数［314箱］ 配送箱数314箱のケース（実証実験）

荷卸し＋検品時間 1-1
［荷卸し・検品順列作業］［配送箱数全てスキャン］ 73 57分 荷卸しと検品を順列で実施した場合。車上検品、荷卸し後検品を想定したパターン。

配送箱数全てスキャンし、日付をBeforeは手入力、AfterはQRコードから読み取り。
納品荷待ち時間（荷卸し・検品順列作業）=荷卸し時間＋検品時間1-1

荷卸し＋検品時間 1-2
［荷卸し・検品順列作業］［アイテム数のみスキャン］ 62 61分 荷卸しと検品を順列で実施した場合。車上検品、荷卸し後検品などを想定したパターン。

アイテム数のみスキャンし、箱数を手入力、日付をBeforeは手入力、AfterはQRコードから読み取り。
納品荷待ち時間（荷卸し・検品順列作業）=荷卸し時間＋検品時間1-2

荷卸し＋検品時間 1-3
［荷卸し・検品並列作業］［アイテム数のみスキャン］ 45 45分 荷卸しと検品を並行で実施した場合。実証実験で実施したパターン。

配送箱数全てスキャンし、日付をBeforeは手入力、AfterはQRコードから読み取り。
納品荷待ち時間（荷卸し・検品並行作業）=荷卸し時間と検品時間を比較した長い時間

荷卸し時間 45 45分 荷卸し時間=(h)

検品時間1-1［配送箱数全てスキャン］ 28 12分 Beforeは日付を手入力、Afterは日付をQRコードから読み取り。箱数はスキャン時に自動入力。
検品時間1-1＝((a)+(b)+(c))*箱数+パレット数23枚*パレット移動時間5秒+(d)+(e)+(f)+(g)

検品時間1-2［アイテム数のみスキャン］ 17 16分 日付をBeforeは手入力、AfterはQRコードから読み取り。箱数はどちらもアイテムごとに手入力。
検品時間1-2＝(i)
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実証実験結果 ケース２ 配送箱数 500箱（シミュレーション）

22

項目 Before After 単位 補足説明

ケース２ 配送箱数［500箱］ 配送箱数500箱のケース（シミュレーション）

荷卸し＋検品時間 2-1
［荷卸し・検品順列作業］［配送箱数全てスキャン］ 116 91分 荷卸しと検品を順列で実施した場合。車上検品、荷卸し後検品を想定したパターン。

配送箱数全てスキャンし、日付をBeforeは手入力、AfterはQRコードから読み取り。
納品荷待ち時間（荷卸し・検品順列作業）=荷卸し時間＋検品時間2-1

荷卸し＋検品時間 2-2
［荷卸し・検品順列作業］［アイテム数のみスキャン］ 99 97分 荷卸しと検品を順列で実施した場合。車上検品、荷卸し後検品などを想定したパターン。

アイテム数のみスキャンし、箱数を手入力、日付をBeforeは手入力、AfterはQRコードから読み取り。
納品荷待ち時間（荷卸し・検品順列作業）=荷卸し時間＋検品時間2-2

荷卸し＋検品時間 2-3
［荷卸し・検品並列作業］［アイテム数のみスキャン］ 72 72分 荷卸しと検品を並行で実施した場合。実証実験で実施したパターン。

配送箱数全てスキャンし、日付をBeforeは手入力、AfterはQRコードから読み取り。
納品荷待ち時間（荷卸し・検品並行作業）=荷卸し時間と検品時間を比較した長い時間

荷卸し時間 72 72分 荷卸し時間=(h)/314箱*配送箱数

検品時間 2-1［配送箱数全てスキャン］ 29 14分 Beforeは日付を手入力、Afterは日付をQRコードから読み取り。箱数はスキャン時に自動入力。
検品時間1-1＝((a)+(b)+(c))*箱数+パレット数37枚*パレット移動時間5秒+(d)+(e)+(f)+(g)

検品時間 2-2［アイテム数のみスキャン］ 27 25分 日付をBeforeは手入力、AfterはQRコードから読み取り。箱数はどちらもアイテムごとに手入力。
検品時間2-2=検品時間1-2/314*500
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実証実験結果 ケース３ 配送箱数 800箱（シミュレーション）
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項目 Before After 単位 補足説明

ケース３ 配送箱数［800箱］ 配送箱数800箱のケース（シミュレーション）

荷卸し＋検品時間 3-1
［荷卸し・検品順列作業］［配送箱数全てスキャン］ 186 146分 荷卸しと検品を順列で実施した場合。車上検品、荷卸し後検品を想定したパターン。

配送箱数全てスキャンし、日付をBeforeは手入力、AfterはQRコードから読み取り。
納品荷待ち時間（荷卸し・検品順列作業）=荷卸し時間＋検品時間3-1

荷卸し＋検品時間 3-2
［荷卸し・検品順列作業］［アイテム数のみスキャン］ 158 155分 荷卸しと検品を順列で実施した場合。車上検品、荷卸し後検品などを想定したパターン。

アイテム数のみスキャンし、箱数を手入力、日付をBeforeは手入力、AfterはQRコードから読み取り。
納品荷待ち時間（荷卸し・検品順列作業）=荷卸し時間＋検品時間3-2

荷卸し＋検品時間 3-3
［荷卸し・検品並列作業］［アイテム数のみスキャン］ 115 115分 荷卸しと検品を並行で実施した場合。実証実験で実施したパターン。

配送箱数全てスキャンし、日付をBeforeは手入力、AfterはQRコードから読み取り。
納品荷待ち時間（荷卸し・検品並行作業）=荷卸し時間と検品時間を比較した長い時間

荷卸し時間 115 115分 荷卸し時間=(h)/314箱*配送箱数

検品時間 3-1［配送箱数全てスキャン］ 31 15分 Beforeは日付を手入力、Afterは日付をQRコードから読み取り。箱数はスキャン時に自動入力。
検品時間3-1＝((a)+(b)+(c))*箱数+パレット数59枚*パレット移動時間5秒+(d)+(e)+(f)+(g)

検品時間 3-2［アイテム数のみスキャン］ 43 41分 日付をBeforeは手入力、AfterはQRコードから読み取り。箱数はどちらもアイテムごとに手入力。
検品時間3-2=検品時間1-2/314*800
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実証実験結果 考察

24

（１）検品ではアイテム数に比例して日付入力の手間が増える。日付を手入力からQRコード読み取りとすることで

時間短縮およびヒューマンエラーの削減が可能となる。アイテム数が多いほど時間削減の効果は高い。

（２）荷下ろし商品の全数を検品する運用を前提とした場合、実証実験で得た効率化が実現し、

配送箱数が314箱、500箱、800箱と増加すると、AfterからBeforeの差分である削減時間は最大40分となる。

（３）商品コード、日付のみでなく、格納先を示す情報付与が行われない限り、現行の検品工程を代替することは

できない

（４）伝票明細をQRコード化（データ化）することで検品結果とシステム上で突合できるため、

納品時の目視での明細突合を行う必要がなくなる。

（５）電子伝票によって紙伝票の発行、仕分け、持ち回り、保管が不要となる。

ドライバーが紙伝票を持ち帰るためのみに事務所に戻らず、最寄り地点で業務を終了できる。
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実証実験結果 実証実験実施にご協力いただいた企業/団体

25

団体/会社名 役割

国土交通省 オーナー

株式会社 野村総合研究所 懇談会事務局

株式会社 日通総合研究所 実証実験事務局

株式会社 明治 加工食品メーカー

三菱食品株式会社 卸売事業者

一般財団法人 流通システム開発センター 標準化支援

ウイングアーク１ｓｔ株式会社 実証実験支援

一般社団法人 運輸デジタルビジネス協議会 実証実験支援

株式会社アスタリスク QR関連アプリケーション開発支援

伊藤忠紙パルプ株式会社 QR関連アプリケーション開発支援

株式会社シムトップス アプリケーション開発ツール支援

株式会社GCAP 実証実験企画設計支援

三興物流株式会社 実証実験企画設計支援

一般社団法人SCCC・リアルタイム経営推進協議会 実証実験企画設計支援




